
◆校　長　有瀧　由起子

◆生徒数　６６５人

◆創　立　１９１４年

◆住　所　古河市幸町�の�
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　本校は１９１４（大正３）年、古河町立
ぎ げい そうりつ

女子技芸学校として開校し、今年で創立
むか げんざい ふ つう

１０８年を迎えます。現在は普通科５クラ
へん

ス（進路希望に合わせた２コース編
せい ふく し ち いき

成）、福祉科１クラスからなり、地域に
ふん い き

根差したアットホームな雰囲気の中で、
はげ

学習や部活動・各種行事に励んでいます。
ゆいいつ ふく し ち いき かい ご し せつ

　県内唯一の福祉科では、地域の介護施設での実習をは
じっせん かい ご

じめ実践的なプログラムを通して、介護エキスパートの

養成を目指しています。また、クラスマッチや文化祭な
き かく うんえい

どの学校行事を企画・運営する生徒会は、学校周辺のご

み拾いなど対外的な活動も積極的に行っています。
きぎょう し せつ しゅうしょく りんせつ ち いき

　卒業後は地元の企業や施設に就職したり、隣接地域の
せんもん わりあい しょうらい ち

大学・専門学校に進学したりする割合が高く、将来の地
いき にな

域の担い手として期待されている生徒たち。生まれ育っ
ち いき ささ かつやく

た地域を支え続ける「人財（じんざい）」として活躍で
たんきゅう ち いきれんけい

きるよう、探究や地域連携などの取り組みを通して、生
きょうゆ しばやままさ き

きる力も育んでいきます。 （教諭　柴山昌樹）

ＪＲ宇都宮線沿（ぞ）いの遊歩道「四

季の径」の清掃をする生徒たち

ゆう し つの うつのみや

　生徒会が中心となって有志を募り、ＪＲ宇都宮線
こう か した みち せいそう

高架下の遊歩道「四季の径」の清掃活動を毎月、定
じっ し さくらなみ き

期的に実施しています。約２㌔にわたって桜並木が

続き、四季折々の花々が楽しめます。所々にベンチ
せっ ち ち いき いこ

が設置されており、地域の方々の憩いの場となって

います。
ほう し ち いき

　こうした奉仕活動を通じて地域の方とふれあい、地元に愛される学

校を目指しています。
こ が そうりつ こ でんとう

　古河二高は、創立１００年を超える伝統校です。学校周辺は時代とと
うつ ち いき いこ

もに移り変わってきました。地域の方々の憩いの場である「四季の
みち せいそう

径」を未来まで残したいと思い、清掃活動を始めました。これからも

続けていきたいと考えています。
ふじ た はる き

　 （生徒会長　３年　藤田春輝）
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三浦さくら

春山洸希

かい ご ぎじゅつ

　高校生介護技術コンテストに向けて、チームを組み

夏休みも登校して練習しました。私は利用者役だった
かいぜんてん かいじょしゃ

ので、利用者目線で改善点などを考え、介助者役と力
がん ば かい ご ぎじゅつ

を合わせて頑張りました。介護技術を深く考えたこと
く ふう

や、他校の生徒の発表を見たり、工夫する点を聞いた

りしたことはとても勉強になりました。
こ が

　古河第二高校はコンテスト県大会、関東大会の主管
うんえい わたし つと

校として運営に当たりました。私は交流会の司会を務
しつもんないよう のぞ

め、相手が答えやすい質問内容や聞き方を考えて臨み

ましたが、予想外の答えや機材トラブルのときはあせってしまいました。
す ば かい ご ぎじゅつ せいかい

今年の発表は、どのチームも素晴らしく、介護技術に正解はないのでは
ふく し はるやまこう き み うら

ないかと思いました。 （福祉科２年　春山洸希、３年　三浦さくら）

子ども食堂のスタッフ（左）と調理作業をする生徒たち

そうごう たんきゅう ひんこん

　総合的な探究の時間で、子どもの貧困について考え
しょくどう

たことをきっかけに、２年１組では子ども食堂へのボ
こ が しょくどう

ランティア活動を行っています。古河市の子ども食堂
べんとう わた

「来夢（らいむ）」は、実家のような安心感があり、お弁当をお渡しす
え がお

るだけでなく、ゲームや絵本の読み聞かせもしています。子どもの笑顔

を見るとうれしくなります。
ぼ きん じっ し

　夏休みには、クラス全員でスーパーの入り口で募金活動を実施しまし
しょくどう そんざい

た。多くの方々が協力してくださり、子ども食堂の存在も伝えることが
こうけん

でき、高校生でも社会に貢献できるのだと実感できました。

　ボランティアをすることで、自分たちの町への愛着が深まると思いま
げんざい わかもの ち いき うなが

す。現在、クラスでは、若者にも地域社会への参加を促すための、ボラ
わたなべ み こと

ンティアアプリの開発を考えています。 （２年１組　渡邉心琴）
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